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遠隔医療が実現する患者・家族参加

受診前相談

健康管理

診察前準備

闘病体験の還元

医師不足の解消・地域格差の是正に貢献

①受診抑制

それによって

②より質の高い診察

患者・家族に出来ること

③医療者の負担減
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①受診抑制にむけて

１１９番と同質の「相談窓口」の
実現

例： ＃８０００（小児救急電話相談事

業）

地域格差のない均一サービス

各都道府県に分散しない
方法の検討

相談内容などフロー情報
のストック化

テレビ電話対応や緊急時
に相談内容を医療機関に
送信するなどの連携体制

など

受診の前に「まず相談」という行動変容

そのためには

実施している４３都道府県のうち、
診療所が開いていないすべての
時間帯に対応可能なのは大分
県のみ。

４疾患５事業のうち脳卒中、心筋梗塞、糖尿病、周産期
医療などにも必要。
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②より質の高い診察にむけて(1)

喘息患者がインターネッ
ト上の喘息日誌に症状や
服薬状況、ピークフロー
値を毎日記録する

受診前に予め自身の状
態を主治医に伝えること
が出来る。

状態が良くないと自動的
に医療機関から連絡が
入る。

オンライン喘息日誌（西藤こどもクリニック）
http://www.children.or.jp/asthma/iar/

自己観察を医師と共有
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②より質の高い診察にむけて(1)

オープンカルテ（㈱メディヴァ）
http://www.plata-net.com/

R-CHOP療法患者向けクリティカルパス
（熊本医療センター）

連携パスへの患者参加の可能性 家族の遠隔同席の可能性
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②より質の高い診察にむけて(2)

医療機関でのイベント別

に、「どうすべきか」、「何
を聞くべき」かがわかる。

医師から説明を受ける際、
知っておくべき病気の知
識や医療用語を学習

同病患者が話し合える
コミュニティも。

乳がん治療のフローチャート
（VOL-Net）

E-learningで予習・復習
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③医療者の負担減に向けて

後遺症や障害による不便さ、
がん再発への不安に対し、
「皆、どうしているのだろう」と
いう疑問を抱く。

「先輩患者から新米患者へ」
と、体験的知識を共有するこ
とで、医療者の負担を軽減し
つつ、闘病生活のQOLがあ
がる。

こうした役割を果たすために、
患者会が存在する。

闘病体験のエコシステムの構築

闘病支援サイト「ライフパレット」
http://lifepalette.jp/
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同じ病気の人と出会いたい

[髄芽腫・PNET家族のフォーラム]

・年間罹患者数約８０人と少数で
あるため、単独の患者会が存在
しない。

・稀な病気ゆえ情報が不足してい
るため、ネット上で同病の親がコ
ミュニケーションをとることが重要

全国に患者会は約1600団体

しかし、

主に都市部に集中

IT化が進んでいない

ネット上での出会いへの懸念


